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 結論として、人道危機に対応するためには、包括的な手段を用意することが必要であること、また強制力の使用に
ついては、抜本的な国際体制の改革を行なうことが難しい以上、国際規範の形成と、地域機構の活用、新しい国益観
の創出等をめざし、漸進的な変化を進めるしかないと述べている。 
 本論文のように、人道的介入をめぐる法的、政治的課題を、学際的にかつ多面的に扱い、また詳細な事例検証に依
拠して政策的意義を論じた研究はこれまで行なわれていない。関連学界への多大な寄与をなすものと考えられるので、
審査員は一致して博士（国際公共政策）の学位を授与するのに値すると判断した。 
